
ハツラツ通信 

裏裏裏面もご覧ください 

１１月７日は二十四節気の一つ「立冬」です。 今年は閏月が入ったため、長い秋でしたが、ようやく季節は冬と
なりました。 立冬とは、冬の始まりのことです。 「立」には新しい季節になるという意味があり、立春、立夏、
立秋と並んで季節の大きな節目です。 これらを四立（しりゅう）といいます。 朝夕冷えみ、日中の陽射しも弱
まって来て、冬が近いことを感じさせる頃です。 木枯らし１号や初雪の便りも届き始めます。 立冬を過ぎると、
初霜が降りて冬の佇まいへと変わります。 風邪などひかぬようしっかりと暖をとってお過ごしください。 ちな
みに、この日から立春の前日までが冬です。 

 

美美美濃濃濃地地地区区区ふふふれれれあああいいい運運運動動動会会会      9 月 28 日（日）     ＜ふれあい運動会实行委員＞ 

日本語の長い歴史の中でも「ふれあい」は比較的最近登場した概念です。 小学校が閉校になって初め

ての美濃地区「ふれあい」運動会が秋晴れ眩い中、行われました。 

交交交通通通安安安全全全「「「街街街頭頭頭指指指導導導」」」      9 月 30 日（火）       ＜交通安全協会美濃支部＞ 

交通安全街頭指導が日ごろから地域の交通安全を願っている交通安全

協会美濃支部の皆さんにより实施されました。 口先だけで交通安全

を声高に叫ぶだけでは本当の交通安全につながりません。 交通事故

は加害者に、被害者に、そして双方の家族にまで多くの丌幸をもたら

すことを知って下さい。 

２６年８月号のハツラツ通信で、黄昏時（たそがれどき）のことを尐

しお伝えしましたが、この黄昏時は逢魔時（あうまがどき・おおまが

どき）とも呼ばれます。 实は、報道番組等でよく耳にする「魔が差

した」という言葉に関連しています。 魔が差すとは魔物が心に入り

込んだように悪念が湧いてくることですが、この魔物に出逢う時間帯

のことを言います。 また、「おおまがどき」を大禍時とも書きますが、これは著しく丌吉な時間帯とい

う意味があります。 そして、この時間帯は交通事故が多発する時間帯と一致しています。 太太太陽陽陽ががが沈沈沈

んんんでででももも明明明るるるさささののの残残残るるる時時時間間間帯帯帯ははは特特特ににに気気気ををを引引引ききき締締締めめめ安安安全全全ににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。 

 

第第第２２２回回回   ふふふれれれあああいいい給給給食食食会会会    １０月２日（木）      ＜美濃地区社会福祉協議会＞ 

本年度、２回目のふれあい給食会が盛大に開催されました。  

今回は３Ｂ体操の水上芳枝先生をお招きし、硬くなった心と体をほぐし

ました。 最初はこわばっていた皆さんのお顔が、先生と３Ｂ体操を楽

しむうちに素敵な笑顔に変化し、気がつけば会場は大きな笑い声に包ま

れていました。 まさに水上マジックです。 

そして、待ちに待ったお弁当の時間・・・ 体操のお陰もあるのでしょ

うが、食改さんが早朝より仕込ん

で下さったお弁当が五臓六腑にし

みわたります。 気持ちのいい汗

と美味しい食事を心から満喫でき

た１日でした。 次回のふれあい

給食会は１２月を予定しておりま

す。 可愛い園児たちとのひと時

を過ごしていただこうと企画して

いますので乞う、ご期待！ 

 

 

 

 

「「「田田田植植植えええ囃囃囃子子子」」」         10 月 5 日（日）       ＜有田田植え囃子保存会＞ 

有田恵美須神社の例大祭に地区の伝統芸能、「田植え囃

子」が奉納されました。 田植え囃子ですが、古くは全

国的に行われ、名主（みょうしゅ）の門田（かどた）や、

地主の大田、神社の神田などの特殊な規模の大きな田植

えの際に見られたそうです。 また、田植えを楽や歌で

囃すことは、秋の实りをより豊かにする呪術がルーツと

されていて、ネパールやチベットでも同じような風習があるそうです。 歴史ある美濃地区にも先人よ

り伝承されている田植え囃子があります。 保存会の皆さんによって護られている独特の囃子と田植え

を意味する早乙女の舞・・・ 孫子の代にも伝えていきたい地域の誇らしい文化です。 ちなみに早乙

女の「さ」は米のこと（桜の「さ」と同じ）で乙女とは巫女（みこ）を示すことから、米の豊作を祈願

した神事行事だということが分かります。 須佐之男命

が米作りを伝えたとされている美濃の里、田植え囃子

と共に再び实り豊かな里を復元したいものです。 

美美美濃濃濃ハハハツツツラララツツツ通通通信信信   

平成２６年１１月号（第１０８号） 

地区の世帯数 １５８世帯 

地区の人口  ３７１ 人 

高齢化率   ４７．６％

（平成２６年１０月１日現在） 

美濃地区振興センター・美濃公民館            美濃地町イ１４０－１  ☎２９－００３１ 

３Ｂ体操で右手と左手、グーとパーが分からなくなったって？？ 

違いますよ。 わざと間違えたふりをしました。 わざとです！！ 

（匼名希望さん） 



スススポポポーーーツツツ芸芸芸能能能大大大会会会      10 月 11 日（土）       ＜美濃地区老人クラブ連合会＞ 

毎年恒例の益田市西部ブロック老人クラブ連合会のスポ

ーツ芸能大会が中西中学校体育館において行われました。 

美濃地区からは 20 名を超える会員が参加し、８種目（ラ

ジオ体操含む）に汗を流しました。 皆さんの頑張りの

お陰で第３位になることが出来ました。 午後からは芸

能を楽しみ、地域を超えて交流が深まりました。 

 

「「「トトトーーーククク＆＆＆ひひひるるるめめめししし」」」     10 月 12 日（日）    ＜地域魅力化プロジェクト事業＞ 

台風の接近が危惧される中、地域住民待望の「ト

ーク＆ひるめし」が实施されました。 島根県中

山間地域研究センター研究総括監という難しい肩

書をお持ちの藤山 浩（ふじやま こう）先生です

が、そのお話はとても分かりやすいものでした。 

３６名の地区民の方が参加して下さいました。 

先生のお話に耳を傾け、ひるめしを食べながら美

濃のことを語り合いました。 手作りのお弁当を

ご持参いただいたり、用事があってひるめしは食

べずに退席された方などもおられましたが、美濃

地区では初めてのイベント（？）に会場は大盛り

上がりでした。 また、皆様の地域に対する熱い

想いを感じることが出来る１日でした。  

ところで、近々に地域住民から選出された「本音

承り隊（ほんねうけたまわりたい）」が皆様のご自

宅を訪問します。 「本音承り書（ほんねうけたまわりしょ）」の聞き

取り調査が目的となっていますが、日ごろの思いや四方山話に華を咲かせて頂きたいと思っております。 

ご協力を宜しくお願いします。 

 

ＩＩＩＭＭＭＯＯＯ・・・いいいももも・・・芋芋芋         １０月１４日（火）        ＜教育協働化事業＞ 

台風一過、澄んだ空気の中、「うつうた学級」が開

催されました。 ６月１９日に子供達と一緒に植え

たさつま芋が大きく育ち、収穫の時期を迎えました。 

美濃地区からは３名の方がいも掘りのお手伝いを

してくださいました。 子供たちによって育てられ

たさつま芋は、子供たちのように個性豊かです。 

土から掘り起こされるさつま芋を見つめる子供た

ちのキラキラの瞳、そして大きな歓声・・・ 秋の

实りは私達の心まで豊かに实らせてくれますね。 

 

おおお知知知らららせせせとととおおお願願願いいい                 ＜美濃の里ふれあいまつり实行委員会＞ 

１１月１６日（日）は待ちに待った、「ふれあいまつり」です。 今年は、美濃小学校閉校記念関連資料

の展示を始め、美濃小学校「サヨナラの品々」の特売コーナー及び美濃小学校「サヨナラの品々」オー

クション（競り売り）を予定しています。 もちろん、地区民の趣味の作品展示や、バザー、様々なア

トラクションは継続！！ 实行委員会ではバザー出店希望者、絵画や写真・書・趣味の作品・盆栽等の

出展者、また、農産物を提供して下さる方を募集しております。  

詳細につきましては別紙、ハツラツ通信『号外』をご覧ください。 

過疎化が進む美濃地区ですが、地域の活性化は地域住民の汗と独自のアイデア次第です。 皆さんの知

恵を結集して、旧態依然とした体質から脱皮するための第一歩となるような文化祭にしましょう。 

美濃の里ふれあいまつり实行委員長 島田 正樹 

       〓第６回【季節感の混乱】〓 

昨今、「旧暦」での年中行

事が廃れ、日本人にとって、

季節感を取り戻す方法が

失われてしまいました。 

私達の季節感を混乱させ

る 3 つの年中行事の基準

があります。 
１．旧歴を尊重せざるをえない行事 

  ・中秋の名月：これは旧暦八月十五日でないと意味がありません。 沖縄では伝統的年中行事
は旧暦で行なわれています。 

２．「旧暦」に合わせるため、旧暦の 1 ヶ月遅れとした行事 
  ・お水とり、葵祭、山開き等々 
   多くの行事が月遅れとなり、本来の季節から外れ、日本人の季節感を丌明確にしています。 
３．日付を旧暦のまま据え置いた年中行事 
  これが、日本人の季節感を狂わせた主犯格です（沢山あるのですが、五節供で説明します）。 
  ・人日（じんじつ） 七草の日 １月７日 
   天然の七草は入手丌可能です。 
  ・上巳（じょうし） 雛祭   ３月３日 
   桃の節供とも言いますが、まだ桃は開花していません。 
  ・端午（たんご） 男の節供 ５月５日 
   早すぎて梅雨の行事にならず、菖蒲も早すぎます。 
  ・七夕（たなばた） 星祭り ７月７日 
   梅雨時期で曇天が多く、満月に重なると夜空の星すら見ることは出来ません。 
  ・重陽（ちょうよう） 菊の節供 ９月９日 
   露地物の菊には早すぎます。 農薬たっぷりのハウスの菊を盃には浮かべたくないです。 
年中行事を歴史的背景無視で、便宜的に新暦[太陽暦）で対応するから季節感が分からなくなってしま

うのです。 もしかすると自然現象は「旧暦」を感知しながらやってくるのかも・・・ 
※このコラムでは太陰太陽暦（旧暦）を漢数字、太陽暦（新暦）を数字で記載しています。 

次回は「改暦の怪」を予定しています。 

 

社社社協協協かかからららたたたのののんんんままますすす！！！                  ＜美濃地区社会福祉協議会＞ 

来る 11 月 16 日の「美濃の里ふれあいまつり」において、美濃社協ではバザーを計画しております。 

しかぁし！ 皆様の、「「タタンンススのの奥奥にに眠眠るる宝宝物物」」がないと成立しません。 衣替えをするついでに、あ

の棚、この棚の整理をしてみてください。 あんとう、こんとう、ええもんが見つかるかも・・・？ 

そして今回、「「素素敵敵ななおお部部屋屋ののおお手手伝伝いいをを」」として皆様の手作りの小物も大募集中です。 あなたの作

った素敵な小物が、誰か知らない人の笑顔を引き出し、誰か知らない人の部屋を演出するかも・・・？ 

あなたの重い（宝物）と想い（手作り小物）が笑顔の源泉となり、それが誰かの意（おもい）となっ

て笑顔の輪が地域に広がります。 皆様のご協力をお願いします。 

 

※「交通を考えるワークショップ」に関しては後日、詳細をお伝えします。 

１日 （土） 新市政１０周年記念行事 9:00 ～ 12:30 【 グラントワ】
３日 （月） 美濃地 八幡宮例大祭 ～ 【美濃地八幡宮】
4日 （火） 巡回診療日（神埼内科） 13:30 ～ 【美濃診療所】
６日 （木） 巡回診療日（村野医院） 13:30 ～ 【美濃診療所】

１３日 （木） 巡回診療日（すみかわクリニック） 13:30 ～ 【美濃診療所】
１６日 （日） 美濃の里ふれあいまつり 10:00 ～ 15:00 【旧美濃小学校・公民館】

１８日 （火） 巡回診療日（神埼内科） 13:30 ～ 【美濃診療所】
２０日 （木） 巡回診療日（なかしまクリニック） 13:30 ～ 【美濃診療所】
２１日 （金） 益田市戦没者合同追悼式 9:00 ～ 【グラントワ】
２１日 （金） 交通を考えるワークショップ 13:00 ～ 【美濃公民館】
２７日 （火） 巡回診療日（すみかわクリニック） 13:30 ～ 【美濃診療所】

【11月】　これからの地区内行事予定

※行事の詳細はその都度ご案内いたします。日程は変更される場合もあります。

「「聖聖人人」」ととはは「「日日知知りり人人」」ののここととでで、、日日をを知知るるととははそそのの日日ががどどののよよううなな意意味味合合いいをを持持っっ
たた 11 日日かかをを知知るるここととでですす。。  旧旧暦暦はは「「生生活活暦暦」」「「農農耕耕暦暦」」ななどどとと呼呼ばばれれるるほほどど生生活活にに密密
着着ししたた暦暦でですす。。  旧旧暦暦をを知知れればばああななたたもも聖聖人人のの仲仲間間入入りりでですす。。  

新   暦 旧   暦 月 行   事   等
１１月　７日 閏九月十五日 満月 立冬　【二十四節気】

１５日 閏九月廿三日 下弦

２２日 十月　一日 新月
神無月（十月）朔（一日）
小雪　【二十四節気】

２９日 十月　八日 上弦 霜降　【二十四節気】


